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第 63 号 令和 6年 11 月 20 日

産
業
教
育
分
科
会

ナ
ラ
枯
れ
被
害
緊
急
対
策
事
業
費

質　
市
内
の
被
害
状
況
は

答　
令
和
２
年
度
に
初
め
て
被
害
が
確

認
さ
れ
、
当
初
の
被
害
木
は
３
本
で
あ
っ

た
が
、
４
年
度
は
約
３
６
０
０
本
、
５
年

度
は
約
４
９
０
０
本
で
、
現
在
も
被
害
が

拡
大
し
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
人
件
費
（
学
校
教
育
課
）

質　
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
配
置
状
況
と
今
後
の

見
通
し

答　
令
和
５
年
度
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語

指
導
助
手
）
を
２
人
増
員
し
、
22
人
と
し

た
。
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
27
人
配
置
で
き
る
と
、

市
内
の
学
級
数
か
ら
全
て
の
小
学
校
で
担

任
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
テ
ィ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
が
可
能
に
な
る
と
試
算
し
て
お
り
、
国

の
補
助
金
等
を
活
用
し
た
増
員
を
検
討
し

調
整
を
進
め
て
い
た
が
、
ま
だ
見
通
し
は

立
っ
て
い
な
い
。

建
設
分
科
会

生
活
道
路
舗
装
補
修
事
業
費

質　
事
業
箇
所
選
定
の
考
え
方
は

答　
地
元
自
治
会
か
ら
の
要
望
順
で
の

選
定
を
原
則
と
し
つ
つ
、
要
望
箇
所
の
現

場
状
況
に
応
じ
て
優
先
順
位
の
変
更
を
判

断
す
る
こ
と
も
あ
る
。

決算を認定決算を認定
認定 賛成 24

反対 3

認定第２号
令和５年度
一般会計決算

決
算
特
別
委
員
会
で
の
質
疑
（
抜
粋
）

総
務
分
科
会

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
事
業
費

質　
個
別
出
張
申
請
受
け
付
け
の
効
果
は

答　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
市
役
所

に
来
庁
で
き
な
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
令

和
５
年
９
月
か
ら
実
施
し
、
３
３
８
人
の

方
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
。

消
防
団
員
人
件
費

質　
団
員
数
お
よ
び
分
団
数
の
現
状
は

答　
団
員
数
は
、
令
和
５
年
度
が
９
６
７

人
、
６
年
度
が
９
４
４
人
で
あ
り
、
23
人

減
少
し
た
が
、
分
団
数
に
変
更
は
な
い
。

民
生
分
科
会

と
ち
ぎ
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
管
理
運
営
委
託
事
業
費

質　
ご
み
の
搬
入
量
の
現
状
は

答　
令
和
５
年
度
に
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
に

搬
入
さ
れ
た
ご
み
の
量
は
４
万
４
７
１
８

ト
ン
で
あ
り
、
４
年
度
と
比
較
す
る
と
約

１
９
０
０
ト
ン
減
っ
て
い
る
。

未
就
園
児
定
期
的
預
か
り
モ
デ
ル
委
託
費

質　
利
用
者
の
反
応
は

答　
制
度
を
利
用
し
た
こ
と
で
時
間
的

な
余
裕
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
と
の
意
見

や
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い
か
ら
得
ら
れ

る
経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た

と
の
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

　市長は、翌年度の予算を決める3月定例会までに、前年
度の決算について、議会の認定を受けなければなりません。
　議長と議会から選出された監査委員を除いた26人の議
員が決算特別委員会の委員となって、４つの分科会に分か
れて専門的に審査しました。

本
会
議
で
の
討
論
（
抜
粋
）

反
対
（
白
石
議
員
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
５
類

に
移
行
し
た
が
、
そ
の
影
響
が
残
る
中
、

追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
物
価
高
騰
が

襲
い
掛
か
っ
た
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

地
方
自
治
体
に
は
、
住
民
の
暮
ら
し
と
福

祉
を
よ
く
す
る
と
い
う
自
治
体
本
来
の
仕

事
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

令
和
５
年
度
の
決
算
は
、マ
イ
ナ
保
険
証
、

少
子
化
対
策
、
農
業
、
教
育
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
問
題
点
が
あ
り
、
市

民
の
命
と
暮
ら
し
、
営
業
を
守
る
た
め
に

十
分
な
対
策
が
取
ら
れ
て
い
た
と
は
言
い

難
い
こ
と
か
ら
、
本
決
算
に
反
対
す
る
。

賛
成
（
中
島
議
員
）

　
令
和
５
年
度
は
、
第
２
次
栃
木
市
総
合

計
画
の
初
年
度
の
年
で
あ
り
、
将
来
都
市

像
の
実
現
に
向
け
て
、ソ
フ
ト
事
業
と
ハ
ー

ド
事
業
の
両
面
で
、効
果
的
に
取
り
組
み
、

か
つ
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
た
施

策
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
高
く
評
価
し
た

い
。
国
内
外
の
情
勢
を
見
る
と
、
本
市
の

財
政
は
楽
観
視
で
き
る
状
況
に
は
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も
計
画
的
に
行

財
政
改
革
を
推
進
し
財
政
基
盤
の
安
定
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
民
福
祉

の
向
上
を
目
指
し
て
尽
力
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
、
本
決
算
に
賛
成
す
る
。

決 算
審 査
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令和5年度の各会計令和5年度の各会計
ふるさと応援寄附事業費
 6億9724万円
全国から寄附（ふるさと納税）
を募り、謝礼として市内の特
産品を贈呈した。

雨水・浸水対策事業費
 4億3434万円
強制排水施設や調節池等の整
備に向けて取り組んだ。

出産・子育て応援ギフト
事業費 7863万円
安心して出産・子育てができ
るように、専門職が身近で相
談に応じ、支援につなぐ「伴
走型相談支援」と「応援ギフ
トの提供」
を一体的に
実施した。

斎場再整備事業費
28億105万円

新斎場が完成し、令和5年10
月1日から利用を開始した。

栃木県誕生150年記念
イベント開催事業費

260万円
記念行事として人形山車の展
示等を行った。

とちぎクリーンプラザ施設保守整備
事業費 17億9522万円
適切なごみ処理を継続して行
うために焼却施設等の改良工
事を実施した。

定住促進支援事業費
1億2781万円

移住定住促進のため、各種助
成や移住定住支援コーディ
ネーターの配置を行った。

消防庁舎整備事業費
9億8167万円

消防本部・消防署の庁舎が完
成し、令和5年9月から順次利
用を開始した。

部活動地域移行事業費
102万円

休日の部活動の地域移行を段
階的に進めるため、モデル事
業として市立２中学校４部活
動において地域クラブ活動を
実施し、地域指導者を派遣した。

令和5年度に実施された主な事業　※1万円未満切り捨て

旧赤津川第２調節池（箱森町）

市斎場あじさいの杜（岩舟町三谷） 記念イベントの様子

栃木市消防署（平柳町1丁目）

とちぎクリーンプラザ（梓町）
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9
月
定
例
会
で
決
ま
っ
た
こ
と（
主
な
議
案
等
）

　

特
集
ペ
ー
ジ
で
取
り
上
げ
た
も
の
の
ほ
か
、
９
月
定
例
会
で
審
査
し
た
主
な
議
案
等

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

各
議
案
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
記
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
ご
利
用
に
な
る
と
、
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

議
案
の
概
要

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
11
億
９�

３
６
４
万
６
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
７
７
８
億
５
２
０
５
万
２
千
円
と
す
る
。

　
主
な
内
容
は
、
学
童
保
育
事
業
費
、
部

屋
南
部
地
区
か
ん
が
い
排
水
事
業
負
担

金
、
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
費
、
電
気・

ガ
ス
価
格
高
騰
対
策
中
小
企
業
者
支
援
補

助
金
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
費
、
中

学
校
施
設
整
備
事
業
費
な
ど
で
あ
る
。

主
な
質
疑
応
答

質　
歴
史
ま
ち
づ
く
り
事
業
費
の
補

正
予
算
の
内
容
は

答　

歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
の
重

点
地
区
内
に
あ
る
建
物
の
屋
根
の
修
理
に

対
す
る
補
助
金
で
あ
る
。

質　
民
間
保
育
所
等
物
価
高
騰
対
策

補
助
金
の
財
源
は

答　

国
の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
。

質　
市
道
１
０
７
３
号
線
交
通
安
全

施
設
整
備
事
業
費
（
藤
岡
学
校
通
）

の
概
要
は

答　

藤
岡
地
域
の
赤
麻
小
学
校
の
通
学

路
整
備
と
し
て
総
延
長
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
区
間
の
道
路
を
拡
幅
し
歩
道
を
整
備

す
る
も
の
で
あ
る
。

議
案
の
概
要

　
東
郷
堀
川
調
節
池
工
事
の
工
事
請
負
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

○
契
約
方
法　
事
後
審
査
型
条
件
付
き

　
　
　
　
　
　
一
般
競
争
入
札

○
契
約
金
額　

２
億
７
９
４
０
万
円

○
契
約
相
手　
牧
田
・
富
田
特
定
建
設

　
　
　
　
　
　
工
事
共
同
企
業
体
（
※
）

○
工
事
場
所　
片
柳
町
３
丁
目
地
内

主
な
質
疑
応
答

質　
事
業
内
容
は

答　

東
郷
堀
川
と
瀬
戸
河
原
用
水
の
合

流
地
点
に
調
節
池
を
整
備
し
、
下
流
域
の

洪
水
被
害
の
軽
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

可決  全会一致

一般会計補正
予算（第４号）

議案第94号　
令和6年度一般会計
補正予算（第4号）

可決  全会一致

東
と う ご う ぼ り が わ

郷堀川
調節池の整備

議案第80号　工事請負契
約の締結について（東郷堀
川調節池整備工事）

陳
情
第
５
号
の
討
論
（
抜
粋
）

採
択
す
べ
き
（
白
石
議
員
）

　

地
域
別
の
最
低
賃
金
制
度
は
、
地
方

か
ら
の
人
口
流
出
、
地
域
経
済
疲
弊
の

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
最
低
賃

金
の
一
律
化
の
実
現
に
よ
っ
て
、
誰
で

も
ど
こ
で
も
普
通
に
働
け
ば
人
間
ら
し

い
暮
ら
し
が
で
き
る
社
会
に
変
え
る
べ

き
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
地
方
議
会

も
声
を
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
本

陳
情
に
賛
成
す
る
。

不
採
択
と
す
べ
き
（
氏
家
議
員
）

　

国
は
、
将
来
的
に
最
低
賃
金
を
全
国

一
律
に
し
よ
う
と
段
階
的
に
進
め
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、

事
業
主
側
が
賃
金
を
支
払
う
能
力
を
十

分
に
備
え
な
い
ま
ま
、
即
座
に
一
律
に

し
た
場
合
、
中
小
企
業
の
倒
産
等
が
増

加
し
、
地
域
経
済
が
疲
弊
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
陳
情
の
趣
旨
は
、
直
ち
に
一
律
に
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
、
不
採
択

と
す
べ
き
で
あ
る
。

採
択
す
べ
き
（
針
谷
育
造
議
員
）

　

低
賃
金
労
働
者
が
問
題
と
な
る
一
方

で
、
大
企
業
の
内
部
留
保
は
過
去
最
高

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
支

払
い
能
力
の
課
題
も
あ
る
が
、
最
低
賃

金
の
一
律
化
、
引
き
上
げ
は
全
て
の
労

働
者
の
生
活
レ
ベ
ル
の
向
上
に
密
接
に

関
連
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
、
本
陳

情
に
賛
成
す
る
。

※
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
と
は

　

工
事
の
規
模
や
難
易
度
等
に
照
ら
し

て
、
複
数
の
会
社
が
共
同
し
て
企
業
体

を
結
成
し
て
施
工
す
る
こ
と
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
場
合
に
工
事
ご
と
に
結
成

す
る
共
同
企
業
体
の
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）の
撤
回

と
再
提
案
に
つ
い
て

　

市
長
か
ら
、
補
正
予
算
案
に
計
上
し

た
事
業
の
１
つ
に
つ
い
て
事
前
説
明
資

料
の
数
値
の
誤
り
が
発
覚
し
た
た
め
、

議
案
を
撤
回
し
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

り
、こ
れ
を
議
会
が
承
認
し
た
後
、再
度
、

補
正
予
算
案
（
誤
り
に
関
連
し
た
「
屋

内
遊
戯
施
設
利
用
料
割
引
補
助
金
」
を

削
除
し
た
案
）
の
提
出
が
あ
り
、
そ
れ

に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
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　本会議の表決前に、他の議員の賛同を得るために、発言した議員名と討論が行われた議案等の番号は次の
とおりです。（○＝賛成　●＝反対）

議案第84号、91号� ●白石　幹男�議員
認定第2号� ●白石　幹男�議員　　●針谷　育造�議員　　〇中島　克訓�議員
認定第3・4・5号� ●白石　幹男�議員　　〇中島　克訓�議員
陳情第5号� ●氏家　晃　�議員　　○白石　幹男�議員　　○針谷　育造�議員

※�請願第２号・請願第３号（交通信号機存続に関する意見書の提出を求める請願）、陳情第６号（再審法改正を求める意見書を政府等に提出する
ことを求める件）については全会一致で採択されました。その他の議案19件、認定５件、意見書案２件は全会一致で可決されました。

議案等の審議結果
　９月定例会では、議案21件、認定９件、請願２件、陳情２件、意見書案２件が審査されました。
　賛否が分かれた議案等の各議員の賛否は以下のとおりです。� ○：賛成　●：反対　―：議長のため採決に加わらない

番　号 件　名
採
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28
川
田
　
俊
介

小
太
刀
孝
之

市
村
　
　
隆

雨
宮
　
茂
樹

森
戸
　
雅
孝

浅
野
　
貴
之

小
平
　
啓
佑

大
浦
　
兼
政

針
谷
　
育
造

古
沢
ち
い
子

大
谷
　
好
一

坂
東
　
一
敏

内
海
ま
さ
か
ず

小
久
保
か
お
る

青
木
　
一
男

松
本
　
喜
一

梅
澤
　
米
満

天
谷
　
浩
明

針
谷
　
正
夫

広
瀬
　
義
明

氏
家
　
　
晃

福
富
　
善
明

福
田
　
裕
司

中
島
　
克
訓

大
阿
久
岩
人

小
堀
　
良
江

白
石
　
幹
男

関
口
孫
一
郎

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

真
政
ク
ラ
ブ

公
明
党
議
員
会

真
政
ク
ラ
ブ

か
が
や
き

自
民
未
来

自
民
未
来

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

か
が
や
き

創
志
会

公
明
党
議
員
会

自
民
未
来

自
民
未
来

無
会
派

か
が
や
き

無
会
派

自
民
未
来

自
民
未
来

真
政
ク
ラ
ブ

創
政
会

か
が
や
き

真
政
ク
ラ
ブ

真
政
ク
ラ
ブ

無
会
派

自
民
未
来

議 案
第84号

栃木県後期高齢者医療広域連合規
約の変更について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

議 案
第91号

栃木市国民健康保険条例の一部を
改正する条例の制定について

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定
第 2 号

令和５年度栃木市一般会計歳入歳
出決算の認定について

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定
第 3 号

令和５年度栃木市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定につい
て

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定
第 4 号

令和５年度栃木市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

認 定
第 5 号

令和５年度栃木市介護保険特別会
計（保険事業勘定）歳入歳出決算
の認定について

認
定○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○

陳 情
第 5 号

「最低賃金法の改正と中小企業支援
の拡充を求める意見書」の採択を
求める陳情

不
採
択
● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● － ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ●

　今回の表紙の写真は、令和６年７月から運用を開始した消防本部の通信指令
センターの様子を撮影したものです。
　通信指令センターは、24時間体制で119番通報に対応しています。火災や救
急車要請の通報が入ると、出動先の詳細な地図が画面上に映し出され、状況を
聞き取るとともに最寄りの消防署に対して出動の指令を行います。
　市民の皆さんの命、安全安心を守る頼もしい背中です。（関連記事13ページ）

� （表紙担当：白石委員長・小平委員）

表紙の写真
市民の命、安全安心を守る
～新 消防通信指令センター運用開始～
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小
中
学
校
体
育
館
へ

エ
ア
コ
ン
を
導
入
で
き
な
い
か

　
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
導
入

は
、
多
く
の
市
民
か
ら
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
現
状
が
あ
る
。

　
中
学
や
高
校
に
お
け
る
熱
中
症
発
生
事

例
の
う
ち
約
７
割
が
運
動
部
活
動
時
と
い

う
デ
ー
タ
も
あ
り
、
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
は
屋
内
競
技
に
お
け
る
熱
中
症
事

故
を
防
ぐ
上
で
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
る
。

　
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
、
断

熱
工
事
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
情

報
も
あ
る
が
、
エ
ア
コ
ン
を
導
入
し
た
場

合
の
効
果
と
設
置
に
つ
い
て
の
市
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁
佐
藤
教
育
次
長

エ
ア
コ
ン
は
必
要
な
も
の
と
考

え
て
お
り
早
期
導
入
に
向
け
て

検
討
す
る

　
小
中
学
校
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
導

入
し
た
場
合
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
体
育

館
の
構
造
や
規
模
に
よ
る
が
、
断
熱
工
事

を
実
施
し
た
場
合
と
比
べ
る
と
、
体
育
館

全
体
の
冷
暖
房
効
果
は
低
く
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
冷
房
に
つ
い
て
は
、
児
童
生

徒
が
主
に
活
動
す
る
ア
リ
ー
ナ
に
お
い

て
、
温
度
や
湿
度
の
低
下
が
見
込
ま
れ
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
暑
さ
の
た
め
に
活
動
中

止
と
し
て
い
た
授
業
や
部
活
動
な
ど
が
行

え
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
エ
ア
コ
ン
を
導

入
し
た
際
の
効
果
は
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
夏
場
に
お
け
る
熱
中
症

の
予
防
、
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
、
教
育

環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
に
も
、
体
育
館

へ
の
エ
ア
コ
ン
は
必
要
な
も
の
と
考
え
て

い
る
の
で
、
早
期
導
入
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

●
熱
中
症
対
策

〇
有
害
鳥
獣
対
策

小久保�かおる�議員

公明党議員会

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
人
口
減
少
は

加
速
し
、
空
き
家
が
増
え
て
い
る

　

相
続
し
た
家
の
後
片
付
け
が
で
き
な

い
、
売
り
た
く
て
も
売
れ
な
い
と
い
っ
た

理
由
で
空
き
家
を
放
置
し
て
い
る
所
有
者

が
少
な
か
ら
ず
お
り
、
負
の
財
産
と
な
り

得
る
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

　
総
務
省
の
調
査
で
は
、
２
０
２
３
年
10

月
１
日
時
点
の
栃
木
県
の
空
き
家
の
数
は

16
万
４
千
戸
で
、
過
去
最
高
で
あ
る
。

　
本
市
が
取
り
組
む
空
き
家
バ
ン
ク
は
、

空
き
家
の
有
効
活
用
、移
住
定
住
の
促
進
、

地
域
活
性
化
を
図
る
も
の
で
あ
り
、
市
内

各
地
域
に
は
空
き
家
に
加
え
、
耕
作
放
棄

地
の
農
地
も
増
加
し
て
い
る
中
、
農
地
付

き
空
き
家
を
含
む
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録

件
数
と
過
去
３
年
間
の
推
移
を
伺
う
。

答
弁
橋
本
都
市
建
設
部
長

空
き
家
バ
ン
ク
は
空
き
家
の
有

効
活
用
、
移
住
定
住
の
促
進
に

一
定
の
効
果
が
あ
る

　
本
市
で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
空
き
家

バ
ン
ク
の
運
用
を
始
め
、
令
和
３
年
度
か

ら
は
農
地
付
き
空
き
家
の
取
り
扱
い
を
始

め
て
お
り
、
令
和
６
年
８
月
末
現
在
の
農

地
付
き
空
き
家
を
含
め
た
空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
件
数
は
９
０
２
件
で
あ
る
。

　
空
き
家
バ
ン
ク
の
過
去
３
年
間
の
新
規

登
録
件
数
の
推
移
は
、
令
和
３
年
度
が
95

件
、
令
和
４
年
度
が
98
件
、
令
和
５
年
度

が
84
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
空
き
家
バ
ン
ク
で
は
、
こ
れ
ま

で
成
約
件
数
が
６
３
４
件
あ
り
、
そ
の
う

ち
２
８
６
件
は
市
外
の
方
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
空
き
家
の
有
効
活
用
、
移
住
定
住
の

促
進
な
ど
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

●
空
き
家
対
策

〇
ふ
る
さ
と
納
税

〇
産
業
団
地

大阿久�岩人�議員

　真政クラブ

栃木市内の空き家
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本
市
の
目
指
す
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
は

　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
療
育
連

携
に
よ
り
、
児
童
発
達
支
援
の
利
用
機
会

に
つ
な
が
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
利
用

者
数
が
増
加
し
、
施
設
通
所
な
ど
の
個
別

の
療
育
を
通
じ
て
児
童
の
成
長
を
育
む
こ

と
が
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
の
発
達
に
悩
み
を
持
つ
保
護
者

が
安
心
し
て
相
談
や
支
援
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
取
り
組
み
の

現
状
と
本
市
が
目
指
す
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

官
民
連
携
の
栃
木
型
の
児
童
発
達

支
援
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

　
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
、
地
域
に
お
け
る

障
が
い
児
支
援
の
中
核
的
役
割
を
担
う
機

関
と
し
て
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置
が
求
め
ら
れ
、
現
在
、
本
市
で
は
１
つ

の
民
間
事
業
所
が
令
和
５
年
度
に
運
営
を

開
始
し
、
社
会
福
祉
法
人
で
設
置
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
は
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
に
加
え
、

発
達
支
援
に
も
対
応
す
る
機
能
を
持
つ
こ

と
か
ら
、
同
様
の
取
り
組
み
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
機
能
強

化
と
地
域
に
お
け
る
支
援
体
制
の
強
化
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
地
域
全
体
の
支
援
体

制
の
構
築
の
た
め
に
は
、
行
政
の
積
極
的

な
関
わ
り
が
大
切
な
の
で
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
軸
に
、
社
会
福
祉
法
人
や
民

間
の
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
が
連
携
す

る
体
制
づ
く
り
が
理
想
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
特
に

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
が
大
き
く
変
化
す
る
子

ど
も
た
ち
、
不
安
を
抱
え
る
保
護
者
に
対

し
、
生
涯
一
貫
の
伴
走
型
支
援
を
行
う
た

め
に
も
、
官
民
連
携
の
栃
木
型
の
児
童
発

達
支
援
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
く
。

〇
妊
娠
・
出
産

●
障
が
い
児
支
援

〇
嘉
右
衛
門
町
伝
建
地
区

　
ま
ち
づ
く
り

古沢�ちい子�議員

公明党議員会

物
流
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
を

受
け
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
助
成
を

　
物
流
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
の
一
助

の
た
め
、
全
国
各
地
で
自
治
体
レ
ベ
ル
で

の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
へ
の
助
成
が
な
さ
れ
て

い
る
。

　
県
内
で
は
、
鹿
沼
市
が
国
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
財
源
に
、
昨
年
か
ら
宅
配

ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
対
す
る
助
成
を
開
始
し

て
い
る
。

　
栃
木
市
で
も
財
源
に
国
の
交
付
金
を
使

い
、
助
成
を
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

２
０
２
４
年
問
題
の
有
効
な
支

援
策
を
調
査
・
研
究
し
て
い
く

　
働
き
方
改
革
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
の
時

間
外
労
働
時
間
の
上
限
が
設
定
さ
れ
る
こ

と
で
、
物
流
・
運
送
業
界
で
は
２
０
２
４

年
問
題
が
生
じ
、
業
界
の
売
上
減
少
や
人

手
不
足
に
よ
る
物
流
の
停
滞
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
２
０
２
４
年
問
題
へ
の
必
要

な
対
策
と
し
て
は
、
再
配
達
を
減
ら
す
こ

と
も
有
効
で
あ
り
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
を
利

用
し
た
置
き
配
の
需
要
は
高
ま
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。

　
鹿
沼
市
は
昨
年
度
、
国
の
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
宅
配
事
業
者
支
援
の
一
環
と

し
て
、
一
般
家
庭
向
け
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス

購
入
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
た
が
、
本

市
で
は
物
流
業
界
へ
の
支
援
策
と
し
て
、

運
送
運
輸
事
業
者
等
を
対
象
に
事
業
者
が

使
用
す
る
車
両
に
対
し
て
、
原
油
価
格
高

騰
対
策
運
送
事
業
者
等
支
援
補
助
を
実
施

し
、
物
流
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

　

今
後
も
、
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、

国
の
臨
時
交
付
金
等
の
積
極
的
な
活
用
や

関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
宅
配
ボ
ッ

ク
ス
設
置
等
に
お
け
る
助
成
も
含
め
、

２
０
２
４
年
問
題
の
有
効
な
支
援
策
を
調

査
・
研
究
し
て
い
く
。

〇
市
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

○
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム

〇
地
域
資
産
活
用
に
よ
る

　
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
共
創

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究

●
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
助
成

内海�まさかず�議員

創志会
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市
街
化
調
整
区
域
で
あ
る
岩
舟

町
新
里
地
区
は
強
制
加
入
と
な

る
の
か

　
岩
舟
町
新
里
地
区
は
市
街
化
調
整
区
域

で
あ
り
、
ま
た
、
人
口
の
減
少
・
高
齢
化

が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
下
水
道
事
業
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
慎
重
な
対
応
が
必
要

に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
同
地
区
が
事
業
対
象
区
域
に
な
っ
た
理

由
・
経
過
お
よ
び
施
行
計
画
を
伺
う
。

　
ま
た
、
同
地
区
内
の
合
併
処
理
浄
化
槽

お
よ
び
単
独
処
理
浄
化
槽
の
設
置
状
況
、

そ
れ
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
さ
ら
に
、
事
業
計
画
時
点
と
現
状
の
比

較
、そ
れ
に
つ
い
て
の
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
弁
小
野
寺
上
下
水
道
局
長

事
業
計
画
時
点
か
ら
世
帯
数
や

住
宅
の
密
集
状
況
に
大
き
な
変

動
は
な
い

　
同
地
区
は
、
旧
岩
舟
町
で
策
定
さ
れ
た

生
活
排
水
処
理
構
想
に
お
い
て
、
公
共
下

水
道
に
よ
る
整
備
を
行
う
エ
リ
ア
と
さ
れ

て
お
り
、
栃
木
市
・
岩
舟
町
合
併
協
議
会

に
お
い
て
、
栃
木
市
の
計
画
へ
統
合
す
る

と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
28
年
度
に
統

合
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
同
地
区
の
下
水
道
事
業
の
施

行
計
画
に
つ
い
て
、
総
事
業
費
は
、
約

４
億
５
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
、
昨
年

度
に
調
査
・
設
計
が
完
了
し
た
た
め
、
今

年
度
か
ら
順
次
工
事
を
進
め
、
令
和
10
年

度
の
完
成
を
予
定
し
て
い
る
。

　
次
に
、
合
併
処
理
浄
化
槽
と
単
独
処
理

浄
化
槽
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
、
工
事
区

域
内
の
１
６
７
件
の
う
ち
、
合
併
処
理
浄

化
槽
が
65
件
、
単
独
処
理
浄
化
槽
が
62
件

で
あ
る
の
で
、
残
り
の
40
件
が
く
み
取
り

便
槽
で
あ
る
と
想
定
し
て
い
る
。

　
次
に
、計
画
と
現
状
の
認
識
に
つ
い
て
、

世
帯
数
は
、
計
画
時
点
と
比
べ
大
き
く
変

動
し
て
お
ら
ず
、
住
宅
が
密
集
し
た
エ
リ

ア
で
あ
る
た
め
、
現
状
に
お
い
て
も
、
公

共
下
水
道
に
よ
る
整
備
が
有
効
で
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

●
栃
木
市
岩
舟
町
新
里
地
区

　
下
水
道
処
理
計
画

〇
民
間
遊
戯
施
設
（
子
ど
も
の

　
遊
び
場
）
の
利
用
者
支
援

〇
株
式
会
社
観
光
農
園
い
わ
ふ
ね

針谷�育造�議員

　創志会

公
設
保
育
園
に
お
け
る

主
食
持
参
の
見
直
し
を
!!

　
公
設
の
保
育
園
に
お
い
て
は
、
保
護
者

が
主
食
を
持
参
さ
せ
る
施
設
が
多
か
っ
た

が
、全
国
的
に
見
る
と
、主
食
持
参
を
行
っ

て
い
る
の
は
公
設
保
育
園
の
４
割
と
な
っ

て
お
り
、
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
公
設
保
育
園
の
多
く
が
主

食
持
参
と
な
っ
て
い
る
が
、
通
常
保
育
時

に
お
け
る
主
食
持
参
の
現
状
を
伺
う
。

　
ま
た
、
朝
食
の
パ
ン
食
化
な
ど
現
在
の

生
活
の
変
化
に
合
わ
せ
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
の
た
め
に
も
、
主
食
持
参
を
見
直
す

考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
弁
小
川
こ
ど
も
未
来
部
長

米
飯
の
常
時
提
供
に
は
調
理
室

の
拡
張
な
ど
施
設
面
の
課
題
が

あ
る

　
公
立
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
10
園
の

う
ち
、
主
食
持
参
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

保
育
園
の
９
園
と
な
る
が
、
毎
週
木
曜
日

の
み
、
保
育
園
等
で
主
食
の
提
供
を
し
て

い
る
。

　
こ
れ
は
、
調
理
室
が
狭
く
、
米
飯
提
供

の
際
は
、
ガ
ス
釜
と
炊
飯
器
を
置
く
場
所

を
や
り
く
り
す
る
な
ど
、
作
業
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
な
が
ら
調
理
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
、
食
器
の
消
毒
、
乾
燥
、
保
管

を
行
う
消
毒
保
管
庫
の
容
量
の
問
題
に
よ

り
、
幼
児
に
は
食
べ
に
く
い
ワ
ン
プ
レ
ー

ト
の
平
皿
で
ご
飯
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
制
約
の
理
由
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
米
飯
を
常
時
提
供
す
る
た
め

に
は
、
調
理
室
の
拡
張
と
消
毒
保
管
庫
の

拡
大
と
い
っ
た
施
設
面
の
課
題
が
あ
る
の

で
、導
入
は
厳
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

〇
栃
木
市
公
共
施
設

　
適
正
配
置
計
画

●
保
育
行
政

雨宮�茂樹�議員

公明党議員会
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ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
配
り
、

相
手
方
の
状
況
の
把
握
に
努
め

て
い
る
の
か

　
教
育
現
場
や
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス

対
象
者
と
な
る
子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
問

題
点
、
苦
情
や
要
望
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

を
伝
え
る
の
が
難
し
い
立
場
に
な
り
や
す

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
教
育
現
場
や
施
設
で
は
、
職

員
は
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
配
り
、
状
況

の
把
握
に
努
め
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
現
場
で
は
、
関
係

者
の
情
報
共
有
、
管
理
者
の
気
配
り
と
目

配
り
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
金
井
経
営
管
理
部
長

体
制
整
備
、
設
備
面
で
の
対
応

に
加
え
て
職
員
の
意
識
付
け
の

徹
底
が
大
切
で
あ
る

　

職
員
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
に
当

た
っ
て
は
、
相
手
方
の
状
況
に
応
じ
た
配

慮
、
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
に
関
し
て
は
、
学
校
現

場
で
は
、
教
職
員
が
児
童
生
徒
に
対
し
て

人
権
を
尊
重
し
た
指
導
を
行
い
、
安
心
・

安
全
に
学
業
に
励
む
機
会
を
保
障
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
る
。そ
の
た
め
、

市
内
各
小
中
学
校
で
は
、
定
期
的
に
教
員

に
よ
る
教
育
相
談
や
学
校
生
活
悩
み
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
ほ
か
、
日
頃
の
子
ど

も
た
ち
の
表
情
や
言
動
か
ら
わ
ず
か
な
変

化
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
組
織
的
な
体
制
を

整
備
し
て
い
る
。

　

次
に
、
高
齢
者
に
関
し
て
は
、
窓
口
で

の
配
慮
と
し
て
、
老
眼
鏡
セ
ッ
ト
や
骨
伝

導
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
設
置
し
、

視
力
や
聴
力
が
弱
い
方
の
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
職
員
に
対
し
て

は
「
は
っ
き
り
ゆ
っ
く
り
会
話
す
る
」
な

ど
の
基
本
的
な
意
識
付
け
を
徹
底
し
、
懇

切
丁
寧
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。

○
農
業
政
策

○
各
種
公
共
事
業
の
進
捗

●
市
民
に
対
す
る
市（
職
員
）

　
の
対
応
等

天谷�浩明�議員

　かがやき

開
発
に
向
け
た
地
権
者
同
意

お
よ
び
用
地
買
収
の
状
況
は

　
栃
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
設
置
さ
れ

て
か
ら
約
50
年
経
過
し
、
よ
う
や
く
、
栃

木
イ
ン
タ
ー
西
地
区
の
開
発
が
行
わ
れ
、

産
業
団
地
の
分
譲
が
間
も
な
く
開
始
さ
れ

る
に
至
っ
て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
立
地

し
活
気
あ
る
地
区
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
今
後
は
、
栃
木
イ
ン
タ
ー
北
地
区
の
開

発
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
同
地
区
の
地

権
者
か
ら
は
、
高
齢
に
な
り
後
継
者
も
な

く
、
農
業
を
続
け
る
の
は
難
し
い
の
で
、

開
発
に
向
け
て
、
早
期
の
用
地
買
収
を
望

む
と
の
声
が
あ
る
。

　
用
地
買
収
に
向
け
た
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
髙
野
産
業
振
興
部
長

令
和
７
年
度
の
市
街
化
区
域
へ
の

編
入
後
早
期
に
実
施
し
て
い
く

　
栃
木
イ
ン
タ
ー
北
地
区
の
地
権
者
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
に
栃
木
イ
ン
タ
ー

北
地
区
推
進
部
会
を
立
ち
上
げ
て
以
来
、

毎
年
、
事
業
の
説
明
会
等
を
開
催
す
る
こ

と
に
よ
り
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
る
。

　
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度

の
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
後
、
早
期
に
実

施
し
て
い
き
た
い
。

　
ま
た
、
地
区
内
の
居
住
者
の
移
転
に
つ

い
て
は
、
用
地
交
渉
が
整
っ
た
方
か
ら
、

順
次
進
め
て
い
く
。

　
引
き
続
き
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
対
し

て
、
丁
寧
な
対
応
を
行
っ
て
い
く
。

●�

栃
木
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
北
地

区
の
開
発

〇
都
賀
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
開
発

〇
人
口
増
加
対
策

○
公
共
施
設
の
改
修
及
び

　
敷
地
の
拡
張

松本�喜一�議員

　　　自民未来

栃木インター産業団地のイメージパース
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改
善
処
置
等
に

民
間
委
託
の
導
入
を

　
小
中
学
校
に
お
け
る
施
設
お
よ
び
設
備

の
安
全
点
検
に
つ
い
て
、
関
係
法
令
等
に

お
い
て
、
安
全
計
画
に
基
づ
く
安
全
点
検

は
教
諭
等
の
職
務
で
あ
り
、
設
備
等
の
維

持
管
理
に
関
す
る
事
項
は
事
務
職
員
の
職

務
と
さ
れ
て
い
る
が
、
教
職
員
の
負
担
軽

減
や
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
は
授
業
等

に
付
随
し
た
日
常
点
検
に
と
ど
め
る
必
要

性
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
定
期
点
検
や
不
具
合
が
発
生
し
た
場
合

の
改
善
処
置
等
は
専
門
的
な
知
識
や
経
験

を
有
す
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
画
や

民
間
委
託
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
の
現
状
と
見
解
を
伺
う
。

答
弁
佐
藤
教
育
次
長

民
間
委
託
も
含
め
て
先
進
事
例

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

　
日
常
点
検
等
の
安
全
点
検
お
よ
び
点
検

に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
軽
微
な
不
具
合
等

の
対
応
に
つ
い
て
は
、
学
校
が
主
体
と
な

り
実
施
し
、
建
築
基
準
法
等
に
よ
る
法
定

点
検
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
が
主
体

と
な
り
実
施
し
て
い
る
。

　
学
校
が
主
体
と
な
っ
て
定
期
点
検
や
臨

時
点
検
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

点
検
結
果
の
取
り
ま
と
め
に
時
間
を
要
す

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
教
職
員
に
と
っ
て
は

負
担
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
点
検
業
務
の
一
部

を
専
門
業
者
へ
民
間
委
託
す
る
こ
と
や
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
協
力
体
制
の

構
築
、
ま
た
、
先
進
事
例
で
あ
る
安
全
点

検
の
Ｄ
Ｘ
化
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
、
今

後
、
研
究
し
て
い
く
。

●
小
中
学
校
に
お
け
る
施
設

　
お
よ
び
設
備
の
安
全
点
検

小太刀�孝之�議員

創政会

熱
中
症
対
策
と
し
て
、エ
ア
コ
ン

購
入
設
置
補
助
の
拡
充
を
！

　
昨
年
度
か
ら
、
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に

日
常
生
活
用
具
購
入
費
助
成
事
業
と
し
て

エ
ア
コ
ン
購
入
・
設
置
助
成
事
業
が
導
入

さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
助
成
件
数
と
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
世
帯
に
つ
い
て
は
、

必
要
性
が
認
め
ら
れ
れ
ば
設
置
費
用
が
支

給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
該
当
し
な

い
世
帯
は
自
力
で
設
置
す
る
の
は
困
難
な

状
況
で
あ
る
。
エ
ア
コ
ン
の
な
い
生
活
保

護
世
帯
を
対
象
に
エ
ア
コ
ン
購
入
・
設
置

補
助
事
業
を
創
設
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

答
弁
首
長
保
健
福
祉
部
長

事
業
内
容
を
精
査
し
て
実
施
に

向
け
て
検
討
し
て
い
く

　
助
成
実
績
は
、
令
和
5
年
度
は
21
件
の

申
請
で
１
０
５
万
円
、
今
年
度
は
8
月
末

日
現
在
、
８
件
の
申
請
で
40
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
助
成
条
件
の
ひ
と
つ
に
「
エ
ア
コ
ン
の

設
置
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
へ
の
居
住
」
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
故
障
に
よ
る
買
い
替
え

等
の
場
合
は
、
現
在
は
助
成
の
対
象
と
し

て
い
な
い
た
め
、
対
象
と
し
て
ほ
し
い
旨

の
要
望
等
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
事

業
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
な
お
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
生

活
保
護
世
帯
も
、
こ
の
事
業
の
対
象
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
エ
ア

コ
ン
購
入
費
用
の
扶
助
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
4
月
1
日
よ
り
一
定
の
条
件
下
に

お
い
て
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
新
規
申
請
時
や
日
頃
の
家

庭
訪
問
に
お
い
て
、
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況

や
購
入
等
の
意
向
を
確
認
す
る
な
ど
、
引

き
続
き
、
必
要
な
対
応
を
取
っ
て
い
く
。

〇
民
間
遊
戯
施
設
の

　
利
用
者
支
援

●
熱
中
症
対
策

〇
会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
処
遇
改
善

白石�幹男�議員

無会派



－ 11 －

第 63 号 令和 6年 11 月 20 日

一般質問の詳しい内容は二次元コードからアクセス

栃
木
市
の
子
育
て
支
援
を
分
か

り
や
す
く
し
よ
う
！

　
産
前
産
後
ケ
ア
な
ど
、
子
ど
も
の
成
長

に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
デ
ジ

タ
ル
ク
ー
ポ
ン
と
い
う
形
で
行
っ
て
い
け

れ
ば
、子
育
て
世
代
に
も
分
か
り
や
す
く
、

さ
ら
に
は
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
を
実
感
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
情
報
を
一
つ
の

ア
プ
リ
に
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
り
、
利
用

者
側
が
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
れ
を
応
援
す
る
市

内
企
業
も
増
え
る
も
の
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
育
て
支

援
策
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の
導

入
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
弁
小
川
こ
ど
も
未
来
部
長

デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の
導
入
は

有
効
な
手
段
と
考
え
て
い
る

　
デ
ジ
タ
ル
ク
ー
ポ
ン
の
導
入
は
、
子
育

て
世
帯
へ
の
支
援
を
よ
り
効
果
的
か
つ
効

率
的
に
行
い
、
利
便
性
を
高
め
る
意
味
で

も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を

通
じ
て
簡
単
に
利
用
で
き
、
子
育
て
世
代

に
と
っ
て
、
必
要
な
子
ど
も
用
品
の
購
入

や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
選
択

し
な
が
ら
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

そ
の
利
用
履
歴
の
管
理
も
容
易
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
支
援
の
透
明
性
も
高
ま
る
も
の

と
考
え
る
。さ
ら
に
、地
域
の
商
店
や
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
連
携
し
、
ク
ー
ポ
ン
が
利

用
で
き
る
店
舗
数
が
拡
大
で
き
れ
ば
、
利

用
者
の
選
択
肢
も
広
が
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
も
つ
な
が
る
。

　
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
方
へ

の
対
応
や
シ
ス
テ
ム
構
築
等
に
係
る
財
源

確
保
な
ど
の
課
題
も
あ
る
の
で
、
他
自
治

体
の
事
例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
研

究
し
て
い
く
。

●�

子
育
て
は
お
金
が
か
か
る
の

で
す
。
今
だ
か
ら
こ
そ
支
援

策
を
充
実
さ
せ
よ
う
！

大浦�兼政�議員

自民未来

自
主
財
源
確
保
の
必
要
性
・
重

要
性
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か

　
市
民
が
市
に
期
待
す
る
の
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
の
実
現
や
ま
ち
づ
く
り
の
前
進

で
あ
る
と
考
え
る
。
市
民
が
望
む
施
策
の

中
に
は
、
国
の
補
助
金
等
の
対
象
と
な
ら

な
い
も
の
も
あ
り
、
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な

要
望
に
積
極
的
に
応
え
る
に
は
、
国
等
に

依
存
し
な
い
自
主
財
源
が
必
要
と
な
る
。

　
自
主
財
源
の
必
要
性
・
重
要
性
に
対
す

る
市
の
認
識
、
自
主
財
源
確
保
に
向
け
た

今
後
の
計
画
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
大
川
市
長

行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性

の
確
保
に
は
自
主
財
源
比
率
を

高
め
る
こ
と
が
重
要

　
本
市
財
政
は
、
歳
入
の
約
半
分
が
地
方

交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源

が
占
め
る
状
況
で
あ
る
。
地
方
交
付
税
は

合
併
算
定
替
の
特
例
措
置
が
今
年
度
で
終

了
し
、
ま
た
、
国
庫
支
出
金
等
は
国
の
動

向
等
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と
安
定
性
の
確

保
に
は
、
市
税
等
の
自
主
財
源
の
比
率
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
第
３
次
行
政
改
革
大
綱
・

財
政
自
立
計
画
に
基
づ
き
、
市
税
収
納
率

の
向
上
、
未
利
用
市
有
地
の
売
却
、
企
業

誘
致
の
推
進
、
市
有
財
産
を
活
用
し
た
広

告
収
入
の
拡
大
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
特
に
企
業
誘
致
の
推
進
で
は
、
現
在
、

栃
木
イ
ン
タ
ー
産
業
団
地
お
よ
び
平
川
産

業
団
地
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
栃
木
イ

ン
タ
ー
産
業
団
地
は
、
９
月
３
日
か
ら
第

１
期
分
譲
の
受
け
付
け
を
開
始
し
た
。
各

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
既
存
団
地
周
辺
地

域
に
お
い
て
も
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

推
進
す
る
た
め
、
産
業
基
盤
成
長
戦
略
を

策
定
し
、
今
後
、
市
が
進
め
て
い
く
産
業

団
地
整
備
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
示
し
て
い

く
。
ま
た
、
国
道
50
号
沿
線
は
、
地
域
未

来
投
資
促
進
法
に
基
づ
く
重
点
促
進
区
域

に
位
置
付
け
、民
間
開
発
の
促
進
を
図
る
。

〇
代
理
受
領
制
度

〇�

市
公
共
建
築
物
の

　
施
設
整
備

●
財
源

市村　隆�議員

真政クラブ
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地
域
活
性
化
に
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

活
用
の
施
策
展
開
を
！

　
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
高
度
な
プ
レ
ー

は
見
る
者
に
感
動
を
与
え
、
夢
や
希
望
、

明
日
へ
の
活
力
に
つ
な
が
る
要
因
と
な
り

得
る
。
さ
ら
に
経
済
効
果
と
し
て
観
光
振

興
、
地
域
活
性
化
も
期
待
で
き
る
こ
と
か

ら
、
本
市
の
施
策
と
し
て
有
効
に
展
開
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
栃
木
市
に
お
い
て
、
連
携
す
る
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
団
体
が
４
団
体
も
あ
り
、
全
国
的

に
も
恵
ま
れ
た
こ
の
財
産
を
有
効
に
活
用

す
る
施
策
の
推
進
を
強
く
要
望
し
た
い
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

答
弁
佐
山
地
域
振
興
部
長

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て

い
く

　
各
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
に
は
、
子
ど

も
た
ち
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
と
と
も

に
、
地
域
経
済
に
も
多
大
な
る
貢
献
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
ル
ー
ト
イ
ン
Ｂ
Ｃ
リ
ー
グ
に

所
属
し
て
い
る
栃
木
ゴ
ー
ル
デ
ン
ブ
レ
ー

ブ
ス
や
Ｊ
Ｆ
Ｌ
に
所
属
し
て
い
る
栃
木
シ

テ
ィ
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
な
ど
、
世
代

を
問
わ
ず
に
応
援
で
き
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
や
、
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
最

高
峰
の
都
市
対
抗
野
球
大
会
に
出
場
し
た

エ
イ
ジ
ェ
ッ
ク
硬
式
野
球
部
が
地
元
に
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
、
市
民
が
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や
全
国
レ
ベ
ル
の
ア
マ

チ
ュ
ア
チ
ー
ム
の
活
動
に
対
し
、
わ
が
ま

ち
の
シ
ン
ボ
ル
チ
ー
ム
と
し
て
の
認
識
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市
内
ス
ポ
ー

ツ
関
連
企
業
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
観
光
・

経
済
団
体
等
と
一
体
と
な
っ
て
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
プ
ロ
、
ア
マ
を
問
わ
ず
、
ス

ポ
ー
ツ
が
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
応

援
や
支
援
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
。

広瀬�義明�議員

自民未来

●
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た

　
施
策

再
発
防
止
と
栃
木
市
全
体
の

未
然
防
止
の
着
実
な
推
進
の

た
め
に
伺
う

　
虐
待
事
案
が
栃
木
市
に
お
い
て
二
度
と

発
生
し
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
行
政

手
続
を
見
つ
め
直
し
、
今
後
の
手
続
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
事
案
に
関
す
る
６
月
定
例
会

以
降
の
進
捗
状
況
や
園
の
改
善
状
況
に
つ

い
て
確
認
す
る
た
め
に
質
問
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
先
日
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
に
お
い
て
市

民
が
訴
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
、
そ
の
後
の
行

動
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
た
の
か
伺
う
。

答
弁
小
川
こ
ど
も
未
来
部
長

園
へ
の
改
善
指
導
に
当
た
っ
て

は
毅
然
と
し
た
態
度
で
取
り
組

ん
で
い
る

　
市
民
か
ら
の
事
実
確
認
等
の
訴
え
は
、

と
て
も
重
く
受
け
止
め
て
い
る
。

　
改
善
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
の
精

査
や
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
時
間

を
要
し
て
い
る
が
、
毅
然
と
し
た
態
度
で

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
ま
た
、
今
回
の
虐
待
案
件
に
つ
い
て
、

事
実
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ

り
、都
合
の
良
い
解
釈
が
さ
れ
た
り
、誤
っ

た
情
報
が
拡
散
し
て
い
る
の
で
、
被
害
者

や
園
児
、
保
護
者
の
不
安
を
払
拭
で
き
る

よ
う
、
元
園
児
お
よ
び
職
員
か
ら
聞
き
取

り
調
査
を
行
い
、
事
実
解
明
を
進
め
て
い

く
。

　
な
お
、
調
査
に
併
せ
、
心
の
傷
を
負
っ

た
元
園
児
に
つ
い
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
の
専
門
職
に
よ
る
相
談
を
案
内
し

て
い
る
。

小平�啓佑�議員

　　自民未来

●
都
賀
幼
稚
園
に
お
け
る

　
園
児
虐
待
事
案
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令和6年7月から運用が開始された消防通信指令センターを視察しました

　７月５日（金）に消防本部の通信指令センターの視察を
行い、新しい指令センターの機器や業務内容のほか、新た
に導入された「Live119」や「指揮支援システムドローン」
の説明を受けました。

①指令台の増設
　�119番を受け付ける指令台を2台から3台に増やし、大
規模災害時の受付能力の向上を図っていました。

②映像通報システム「Live119」の導入
　�スマートフォンから119番通報があった場合、状況に応じて通報者のスマートフォンのカメラ機能
を利用し、通信指令センター職員がリアルタイムに災害現場映像を確認できるシステムが導入され
ました。現場と消防がリアルタイム映像を共有することで正確に情報を把握し、より適切な消防・
救急の活動につながることが期待されます。

③ドローン型送信装置（指揮支援システム）の導入
災害現場でドローンを飛ば
し、撮影した映像を通信指令
センターや災害現場の活動隊
等に共有できるシステムが導
入されました。人が立ち入れ
ない災害現場や広範囲に及ぶ
災害現場での活用を想定して
いるとのことです。

視察を終えて ～特集担当委員コメント～

　今まで知らなかった通信指令センターの最深
部はまるで映画のように感じました。また、ド
ローンの導入によって災害時に危険箇所の確
認、要救助者の発見などを迅速に行うことがで
きるとのことであり、まさに救助の最前線と言
える設備の導入に栃木市民の一人として安心感
を感じました。
　最後に、設備の更新だけでなく、緊急時に重
要な市内の地図（敷地内の玄関位置や進入経路
等）を職員が地道に自らの足で確認し、更新し
ているという話をお聞きし、どれだけ便利な機
器が導入されても、緊急時には最終的に職員の
方たちの心が一番重要だと感じました。
　今後も市民の命を守っていただけますようよ
ろしくお願いします。

～ 川 田 副 委 員 長 ～ ～ 小 太 刀 委 員 ～
　栃木市は過去に２回の甚大な水害を経験した
地域です。今回、新たに導入された映像通報シ
ステム「Live119」と指揮支援システムが十二
分に機能し、より市民の「安全」「安心」につ
ながっていくことを期待いたします。

指令センター内部の様子（指令台）

ドローン型送信装置
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※3�弁護士など

9月定例会　栃木市公園条例等の一部改正
岩舟総合運動公園へのスタジアム建設に伴う改正。

結果：賛成23、反対５で可決令和2年9月

サッカースタジアム調査に関する動議　結果：賛成５、反対22で否決
市の事務処理や組織的な意思決定の在り方の検証と改善を行うため、地方自治法第
100条に基づく特別委員会の設置を求める動議が提出された。

令和4年3月

議員研究会での説明　住民訴訟にかかる検証報告書で、以下の４点を要因にあげる。
①�スタジアム誘致優先の志向と慎重さの欠如
②�関係部署間の連携及び当事者意識の不足
③�議員研究会・住民説明会で表明された意見への対応不足
④�庁議での議論不足

令和6年2月

住民訴訟第一審判決　市の全面敗訴
強い公益性はなく、経済効果の試算も客観的な根拠のある事実を基礎とした合理的な
将来予測に基づいていないとの判決。令和４年２月８日、市は判決を不服として控訴。

令和4年1月

住民訴訟の提起
スタジアムに係る固定資産税免除の差止めと岩舟総合運動
公園使用料を請求しないことが違法であることの確認を求
める訴訟が提起された。主に「公益性」が争点となる。

令和3年5月

＜今年度の意見交換会について＞
　意見交換会は執行部が行う「ふれあいトーク」との差別化を図り、双方向の意見交換を行うため、テーマ
と対象者を決めて行います。今年度のテーマは「物価高騰による生活への影響」とし、特に子育て世帯へ
の影響や支援のニーズを把握するため、公立小中学校のPTA役員を対象に意見交換会を開催します。

住民訴訟第二審判決　市の全面敗訴
市は上告を行わず、判決が確定。

令和5年
10～11月

議員研究会での説明
結果と上告を行わない旨の説明を受けた。

■議会の対応（令和６年３月～４月）
　住民訴訟にかかる検証報告書を受け、今後、同様の事案が発生しないように執行部へ要請書を提出したほか、
議会としても今後必要と思われる取り組みを取りまとめることとしました。

①�公文書の適正管理　　　　　　　⇒　意思決定過程が不透明であったため
②�庁議の運営方法の改善等　　　　⇒　活発な議論が行われなかったため
③�法令順守の徹底　　　　　　　　⇒　精査が不十分なまま、拙速に進められたため
④�議会との緊密な連携と情報共有　⇒　議会側の調査・審査が不十分だったため

執行部への要請書 理　由

①�議案等調査における外部の専門家※3の活用　⇒　議会も独自に適法性を調査するため
②�議員研究会の開催方法の工夫� ⇒　議論が不十分であったことへの反省
③�能動的な調査の実施� ⇒　会議が受動的であったことへの反省

議会側の今後の取り組み 目的等

議案等の法的解釈などの相談料を政務活動費の対象とした。　⇒　議案等に対する調査・審査機能の強化
政務活動費マニュアルの改正 効　果今後の取り組み①を受けた対応
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令和6年度 栃木市議会報告会資料 概要版

　栃木市議会では、議会の活動を市民の皆さまにお知らせするため、議会報告会を開催しています。
　報告内容はより多くの方に触れていただくため、書面や動画などのさまざまな方法により発信。じっ
くり知りたい方は書面、手軽に知りたい方は動画など、自分のスタイルに合った方法を選択できるよう
にしています。
　今回は報告内容の概要をお知らせします。

サッカースタジアム問題とは
　株式会社日本理化工業所※1が岩舟総合運動公園内
にスタジアムを整備するに当たり、市が公益性を理
由に支援の一環として行った固定資産税と公園使用
料の免除について、住民訴訟が提起され、市がこれ
らを請求しないことは違法である旨の司法判断がな
されたというものです。
　免除決定には議会の議決は必要ありませんが、議
会はこれらが含まれる予算案を議決してきました。

はじめに
　岩舟総合運動公園内に設置された民間のサッカー専用スタジアムをめぐる市の対応について、結果的
に、議会は市政のチェック機関としての役割を十分に果たすことができませんでした。
　今回は、結果に対する議会の説明責任を果たすため、スタジアム設置に関して議会がどのように関わっ
てきたのか、また、このような事案を繰り返さないために、議会としてどのような改善を行ったのか、
について時系列に沿ってご説明します。

サッカースタジアム問題に関する議会の対応について
詳しい内容や
動画はこちら
からアクセス

相関図 住　民

栃木市議会

栃木市株式会社
日本理化工業所

予算等の議決
議員研究会等岩舟総合運動公園に

スタジアム建設

※1�栃木シティ FCの親会社

※2��現：株式会社THE�TOCHIGI�CITY�UNITED
栃木シティFCの運営会社

住民訴訟

支援

■これまでの経過 ＜市の動き＞ ＜議会の動き＞
議員研究会での説明
平成30年12月から令和２年３月までに5
回開催され説明を受けた。
<主な質疑・意見>
・会社の経営状況は。
・周辺の渋滞や騒音への対応は。
・市民がグラウンドを使えなくなる。
・地域のビジネスチャンスになる。
覚書については慎重な意見も…
・一民間企業への援助ではないか。
・拙速すぎるのではないか。

株式会社栃木ウーヴァ※2からの要望書
栃木市内へのスタジアム整備等を要望。
市は具体的な検討を開始。

株式会社THE�TOCHIGI�CITY�UNITED
との連携協定締結
スポーツを通した地域づくりを目指す。

株式会社THE�TOCHIGI�CITY�UNITED
からの要望書
固定資産税等の減免を要望。

株式会社日本理化工業所と覚書を締結
岩舟総合運動公園へのスタジアム建設や
固定資産税等の10年間免除が決定。

平成30年
12月

令和元年5月

令和元年8月

令和2年3月
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目の不自由な方のために、市内の朗読ボランティアが議会だよりの音声テープを作成しておりますので、ご入用の方はお気軽
に議会事務局までお問い合わせください。　〈TEL：0282-21-2505〉

12月定例会の予定（変更になる場合があります）

日 月 火 水 木 金 土

11/24 25 26 27 28 29 30

本会議

新聞折込 議案等提案

12/1 2 3 4 5 6 7

本会議

『一般質問』

8 9 10 11 12 13 14

常任委員会

（総務） （民生） （産業教育） （建設）

15 16 17 18 19 20 21

本会議

議案等採決

　日程と一般質問の内容は、確定次第、ホー
ムページ等でお知らせするほか、11月28日
（木）に新聞折り込みを予定しています。
　一般質問の様子は、ケーブルテレビや市議
会のホームページからもご覧いただけます。
　ぜひ、ご覧ください。

栃木市
マスコットキャラクター

とち介

　議会だよりの紙面を充実させるため、アンケートにご協力をいただいている「議会広報
紙モニター」にインタビューするコーナーです。� （今回のインタビュアー：古沢委員）

Ｑ：議会や議員のイメージは

Ａ�：とても硬いイメージを持っていましたが、議会だよりや議会の
YouTubeを見るようになり、私たちの生活にとって大切な議論
をしているんだと感じています。

Ｑ：今後の栃木市に望むことは

Ａ�：若い方から高齢の方まで理解し合い、助け合えるように、みん
なに優しい施策をしてほしいです

Ｑ�：栃木市の子育て施策に思うことは

Ａ�：子育てに優しい市だとは思いますが、他の市ではやっていない
ような子育て施策をしてほしい。

議会広報紙モニター 
雨宮 沙織さん
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